
初期

R2 R5 R7

1 １　安全でいつも安心して住めるまち 1-1 防災体制の充実 住宅の耐震化率 成果指標
耐震性あり戸数/住宅戸数×100
（住宅・土地統計調査による）

国及び県の目標設定値に基づき、最終目標値を
設定

91 93 95 % ↗ □11 開発指導課

2 １　安全でいつも安心して住めるまち 1-1 防災体制の充実 防災リーダー養成人数 成果指標
R3～5　728＋（44人/年×３年）＝860人
Ｒ６～７　860＋（40人/年×２年）＝940人

訓練指導者養成講座修了者数の１６年間（Ｈ16
～Ｒ１）の平均値を基に目標値を設定

728 860 940 人 ↗ □11 ■1 危機管理防災課

3 １　安全でいつも安心して住めるまち 1-1 防災体制の充実
避難所運営委員会設立済
みの避難所の数（全33箇
所）

活動指標
Ｒ３~５ 12＋(2.3箇所/年×３年)=１９箇所
Ｒ６~７ １９＋(1.5箇所/年×２年)=22箇所

避難所運営委員会事前会議の開催状況と設置
数の６年間（Ｈ２6～Ｒ１）の平均値を基に目標値
を設定

12 19 22 箇所 ↗ □11 危機管理防災課

4 １　安全でいつも安心して住めるまち 1-2 風水害対策の強化
要配慮者利用施設における
避難確保計画に基づく避難
訓練の実施率

活動指標

Ｒ2　　　（45÷197施設）×100≒23％

Ｒ3～５（114÷197施設）×100＝58％
Ｒ6～７（197÷197施設）×100＝100％

国の避難確保計画作成率の目標設定値に合わ
せて、最終目標値を設定

23 58 100 ％ ↗ □11 危機管理防災課

5 １　安全でいつも安心して住めるまち 1-2 風水害対策の強化
防災情報架電サービスの登録

者数
成果指標

Ｒ３～５　98＋（100件/年×3年）≒400件

Ｒ６～７ 400＋(100件/年×2年)＝600件

Ｒ2年1月サービス開始から現在までの登録件数

を基準に目標値を設定
98 400 600 人 ↗ □11 危機管理防災課

6 １　安全でいつも安心して住めるまち 1-2 風水害対策の強化
下第二大場川改修整備率(第

三期)
活動指標

Ｒ3～５（99m÷165m）×100＝60％

Ｒ6～７（165m÷165m）×100＝100％

事業認可区間の整備を全て終えた場合の値を採

用
0 60 100 ％ ↗ □11 道路河川課

7 １　安全でいつも安心して住めるまち 1-3 消防体制の充実 気管挿管認定救急救命士率 活動指標 気管挿管認定者数/運用救急救命士数
各隊1名以上の気管挿管認定者を搭乗させるた

め目標値を設定
37 50 63 ％ ↗ □11 警防課

8 １　安全でいつも安心して住めるまち 1-3 消防体制の充実
心肺停止の傷病者に対する心

肺蘇生法実施率
活動指標

心肺停止に対する心肺蘇生法実施数/心肺停止

傷病者数
全国平均である56.1％から目標値を設定 48 55 60 ％ ↗ □3 警防課

9 １　安全でいつも安心して住めるまち 1-3 消防体制の充実 消防団員充足率 成果指標
R2（団員数３１１÷定数３６０）×１００≒８６．４％
R3～５（団員数３２６÷定数３６０）×１００≒９０．５％

R６～７（団員数３３６÷定数３６０）×１００≒９３．３％

毎年５名の増員を目標（新規入団者の確保・退団
者の減少）とし、充足率の向上を目標値と設定す

る。

86.4 90.5 93.3 ％ ↗ □11 消防総務課

10 １　安全でいつも安心して住めるまち 2-1 防犯活動の強化 千人当たりの刑法犯認知件数 成果指標 過去5年間においての市内の刑法犯認知件数
市内における犯罪発生を減少させていくため目標
値を設定

9.3
(Ｒ1)

8.5 7.8 件 ↘ ■11/16 生活安全課

11 １　安全でいつも安心して住めるまち 2-1 防犯活動の強化 自主防犯活動団体数 成果指標
町会・自治会数に対しての自主防犯活動を行う団
体数

お互いが支え合う地域社会の形成を図るうえで、
自主防犯活動のさらなる活性化を目指すため

113
(Ｒ１)

120 127 団体 ↗ □16 生活安全課

12 １　安全でいつも安心して住めるまち 2-1 防犯活動の強化 青色防犯パトロール車数 活動指標 自主防犯活動団体で所有する青パト車数

自主防犯活動をする町会等で広範囲のパトロー

ル及び注意喚起となる青パト車の増加を目指す
ため

91
(Ｒ１)

95 100 台 ↗ □16 生活安全課

13 １　安全でいつも安心して住めるまち 2-2 交通安全対策の推進 交通安全教室参加人数 成果指標
小学校、保育所等、老人福祉センターでの参加者
数

児童数の増加および幼児や高齢者など対象者の
範囲の増加を目指すため

8,134
(Ｒ１)

8,350 8,450 人 ↗ □3 生活安全課

14 １　安全でいつも安心して住めるまち 2-2 交通安全対策の推進
道路照明灯・道路反射鏡
新規設置数

活動指標 道路照明灯、道路反射鏡の新規設置数
交通安全施設の新規設置により危険個所を減少
させ、安全性の向上を目指すため

53
（Ｒ１）

60 70 基 ↗ □3 生活安全課

15 １　安全でいつも安心して住めるまち 2-2 交通安全対策の推進 放置自転車撤去台数 成果指標 「データみさと」による 過去5年間の実績から目標値を設定
315

（Ｒ１）
295 285 台 ↘ 生活安全課

16 １　安全でいつも安心して住めるまち 2-3 市民相談体制の充実 消費生活出前講座開催回数 活動指標 講座開催の実績数 過去5年間の実績から目標値を設定
4

（Ｒ１）
7 10 回 ↗ □16 生活安全課

17 １　安全でいつも安心して住めるまち 2-3 市民相談体制の充実 消費生活展来場者数 成果指標 啓発品の配布数等を基に算出 過去2年間の実績から目標値を設定
1600
（Ｒ１）

1,800 2,000 人 ↗ □16 生活安全課

18
２　子どもが健やかに、のびのびと成長で
きるまちづくり

1-1 妊娠・出産に対する社会的支援の強化合計特殊出生率 成果指標
令和２年３月発行の「令和元年度三郷市版人口

ビジョンより抜粋

令和２年３月発行の「令和元年度三郷市版人口

ビジョンより抜粋

1.39
(Ｈ３０）

1.44 1.48 ↗ ■3 健康推進課

19
２　子どもが健やかに、のびのびと成長で
きるまちづくり

1-1 妊娠・出産に対する社会的支援の強化
乳児家庭全戸訪問事業の実
施率

活動指標 訪問実施数/訪問対象者数 全戸訪問が目標であるため 97.0 100 100 % ↗ ■3 ■3 子ども支援課

20
２　子どもが健やかに、のびのびと成長で
きるまちづくり

1-1 妊娠・出産に対する社会的支援の強化
子育て支援ステーションの利用
者数

成果指標
①妊婦届出時等の妊婦面談者数②電話、来所、
訪問による相談者数の合計

年0.5％、R5以降0.7%増加を目指すため 2,422 3,000 3,500 人 ↗ □3 ■3 子ども支援課

21
２　子どもが健やかに、のびのびと成長で
きるまちづくり

1-2 子育てと仕事の両立支援保育所待機児童数 成果指標 「第２次みさとこどもにこにこプラン」による 待機児童数ゼロを目指すため 64 0 0 人 ↘ ■5 ■3 すこやか課

22
２　子どもが健やかに、のびのびと成長で
きるまちづくり

1-2 子育てと仕事の両立支援児童クラブ待機児童数 成果指標 「第２次みさとこどもにこにこプラン」による 待機児童数ゼロを目指すため 43 0 0 人 ↘ ■5 教育総務課

23
２　子どもが健やかに、のびのびと成長で
きるまちづくり

1-2 子育てと仕事の両立支援児童館利用者数 成果指標 人口統計・地域性から目標値を設定。 R5年8%、R7年13%増加を目指すため 89,923 97,000 109,500 人 ↗ 子ども支援課

24
２　子どもが健やかに、のびのびと成長で
きるまちづくり

1-3 子どもや子育て家庭への支援
家庭児童相談室における相談
件数

成果指標 過去５年間の実績から目標値を設定。

家庭における適正な児童の養育及び養育に関連

して発生する種々の児童問題の解決を図ることを
目的として設定。

1,100 1,300 1,500 人 ↗ □4 子ども支援課

25
２　子どもが健やかに、のびのびと成長で
きるまちづくり

1-3 子どもや子育て家庭への支援
「子どもの居場所」の整備箇所

数
活動指標 小学校区を参照

子どもが一人でも行ける範囲として、小学校区が
適切である。みさと団地内や戸ヶ崎地区の小学校

が近接している状況を考慮し、目標値を設定した。

9 12 15 箇所 ↗ □4 ■3 子ども政策室

26
２　子どもが健やかに、のびのびと成長で
きるまちづくり

2-1 質の高い教育及び環境の充実
埼玉県学力・学習状況調査に

おける学力が伸びた児童・生徒

の割合(小学生・中学生）

成果指標 埼玉県学力・学習状況調査の結果による 過去3年間の実績から目標値を設定
小70.2
中69.2

小70.5
中70.5

小71.5
中71.5

% ↗ ■4 ■3 指導課

27
２　子どもが健やかに、のびのびと成長で
きるまちづくり

2-1 質の高い教育及び環境の充実
新体力テストにおける総合評
価上位３ランク（A・B・C）の児
童・生徒の割合

成果指標 新体力テストにおける総合評価の結果による 過去5年間の実績から目標値を設定
小95.1
中87.1

小95.4
中87.7

小95.6
中88.1

% ↗ □4 指導課

28
２　子どもが健やかに、のびのびと成長で
きるまちづくり

2-2 青少年健全育成の推進
青少年ボランティア活動団体

会員数
成果指標 実際の会員数 過去5年間の実績から目標値を設定 103 110 120 人 ↗ □4 青少年課

29
２　子どもが健やかに、のびのびと成長で
きるまちづくり

2-2 青少年健全育成の推進青少年育成団体の会員数 成果指標 実際の会員数 過去5年間の実績から目標値を設定 730 750 770 人 ↗ □4 青少年課

30
２　子どもが健やかに、のびのびと成長で
きるまちづくり

2-2 青少年健全育成の推進子ども１１０番の家設置数 活動指標 「第２次みさとこどもにこにこプラン」による 過去5年間の実績から目標値を設定 995 1,000 1,000 件 ↗ 青少年課

31
３　水と緑を生かした環境にやさしいまち
づくり

1-1 生活環境の保全 犬の狂犬病予防注射接種率 成果指標 予防接種済み頭数／畜犬登録数 年０．５％の増加を目指すため
69

（Ｒ１）
71 72 ％ ↗ クリーンライフ課

32
３　水と緑を生かした環境にやさしいまち
づくり

1-1 生活環境の保全
空き地の管理等に関する苦情

件数
成果指標

１年間に雑草等の空き地に関する苦情が寄せら

れた件数
苦情件数の減少を目指すため

69
（Ｒ１）

65 63 件 ↘ □11 ■1 クリーンライフ課

33
３　水と緑を生かした環境にやさしいまち
づくり

1-2 緑と水辺による快適環境の創出市域の緑地率 成果指標
過去5年間の開発による緑地面積推移及び公園

等整備などの見込みから目標値を設定。
緑の基本計画の目標値を採用 20.1 20.4 20.5 ％ ↗ ■11 みどり公園課

34
３　水と緑を生かした環境にやさしいまち
づくり

1-2 緑と水辺による快適環境の創出
第二大場川浮遊ゴミ等回収大

作戦の参加者
成果指標 全会場の参加者数合計 年３０人の増加を目指すため

519
（Ｒ１）

640 700 人 ↗ □11 クリーンライフ課

35
３　水と緑を生かした環境にやさしいまち
づくり

2-1　環境対策の推進
市の事務・事業に伴い排出す

る温室効果ガス排出量
成果指標 省エネ法定期報告による１年間の排出量合計 三郷市温暖化対策実行計画に基づく指標 9,486 8,851

(6.7%削減）

8,428
(11.7%削減)

t ↘ ■13 クリーンライフ課

36
３　水と緑を生かした環境にやさしいまち
づくり

2-1　環境対策の推進 環境フェスタ来場者数 成果指標 当日来場者数 年２００人の増加を目指すため
5,000
（Ｒ１）

5,800 6,200 人 ↗ □13 クリーンライフ課

37
３　水と緑を生かした環境にやさしいまち
づくり

2-2 ごみの減量と廃棄物の適正処理
家庭系ごみの１人１日当たりの

排出量
成果指標

（年間のもえるゴミ＋もえないごみ－資源びん・か

ん）／（人口×３６５日）
三郷市一般廃棄物処理基本計画に基づく指標

576.7
（Ｒ１）

524.2
(9.1%削減)

500.0
(13.3%削減)

g/人・日 ↘ ■12 クリーンライフ課

38
３　水と緑を生かした環境にやさしいまち
づくり

2-2 ごみの減量と廃棄物の適正処理事業系ごみの年間排出量 成果指標 資源物を含む年間排出量 三郷市一般廃棄物処理基本計画に基づく指標
12，586

（Ｒ１）
10,744
(14.6%削減)

10,050
(20.1%削減)

t ↘ □12 クリーンライフ課

39
３　水と緑を生かした環境にやさしいまち
づくり

2-2 ごみの減量と廃棄物の適正処理浄化槽法定検査の受検率 成果指標
県データによる法定検査受検数／浄化槽設置件
数

年０．５％の増加を目指すため
22.2
（Ｒ１）

24.2 25.2 % ↗ □14 クリーンライフ課

40
３　水と緑を生かした環境にやさしいまち
づくり

2-3 公共下水道の整備 水洗化率 活動指標 水洗化人口／処理人口 中期経営計画の目標値を採用 88.7 91.2 92.8 % ↗ □6 下水道課

41
３　水と緑を生かした環境にやさしいまち
づくり

2-3 公共下水道の整備 普及率 活動指標 処理人口／行政人口
市街化区域内の整備を全て終えた場合の値を採

用
83.8 87.0 89.1 % ↗ ■6 下水道課

42
４　都市基盤の充実した住みやすいまちづ
くり

1-1 計画的な土地利用の推進地区計画地区数 活動指標
第一種低層住宅地における幹線道路沿道（中川
沿い）の3地区。

第一種低層住居専用地域における、幹線道路沿
道（中川沿い）において沿道地区計画の設定を目
指すため。

9 10 12 地区 ↗ □11 都市デザイン課

43
４　都市基盤の充実した住みやすいまちづ
くり

1-1 計画的な土地利用の推進
防火地域及び準防火地域の指
定面積

活動指標

防火地域又は準防火地域を指定していない一部

の近隣商業地域、商業地域の面積（32.8㏊）
市街化区域のうち用途地域の指定のない区域を
除いた地域の面積（1071.1㏊）

防火地域又は準防火地域を指定していない一部

の近隣商業地域と商業地域、市街化区域のうち
用途地域の指定のない区域を除いた地域の指定
を目指すため。

374.1 406.9 1,478 ha ↗ □11 都市デザイン課

44
４　都市基盤の充実した住みやすいまちづ
くり

1-2 地域特性を生かした魅力ある拠点の形成
防災減災核(南部地域)の整備
進捗率

活動指標
整備完了までの工程を数値化
（基本計画10％、基本設計10％、用地買収
30％、実施設計10％、工事40％）

市南部の地域拠点の一部である防災減災核の整
備状況を見える化し、整備推進を図るため

10 100 - % ↗ □11 ■1
地域拠点整備推
進課

45
４　都市基盤の充実した住みやすいまちづ
くり

1-2 地域特性を生かした魅力ある拠点の形成
三郷北部地区土地区画整理
事業の進捗率

活動指標

三郷北部地区土地区画整理事業の事業計画に
よる年度別歳入歳出資金計画に基づき、総事業

費における予算執行割合とした。また、R2の初期
値については、三郷北部地区土地区画整理組合
の令和２年度収支予算書における予算予定執行
割合とした。

三郷北部地区土地区画整理事業の事業計画に

よる事業完了年度がR7年度となるため、100％と
した。

19.18 82.62 100 % ↗ □11 まちづくり事業課

46
４　都市基盤の充実した住みやすいまちづ
くり

1-3 快適な住環境の創造 建築物の工事完了検査率 活動指標
完了検査申請件数/(確認済証件数-工事取止、
未着工、工事中件数）×１００

建築物の安全性の向上を目指すため 100 100 100 % → □11 開発指導課

47
４　都市基盤の充実した住みやすいまちづ
くり

2-1 憩いとなる公園づくりの推進公園を利活用したイベント件数 活動指標
令和元年度イベント件数に、新規公園等整備見込
み数を加算して算出。

緑の基本計画の目標値を採用 78 82 84 件 ↗ みどり公園課

48
４　都市基盤の充実した住みやすいまちづ
くり

2-1 憩いとなる公園づくりの推進
公園等面積
（都市公園、ちびっ子広場、運
動公園等を含む）

成果指標 公園等整備見込みから目標値を設定。
市街化区域を中心として、公園等が不足している
区域に公園等を配置するため。

101.8 102.3 103.5 ha ↗ ■11 みどり公園課

49
４　都市基盤の充実した住みやすいまちづ
くり

2-2 誰もが円滑に移動できる道づくりの推進 都市計画道路整備率 活動指標 整備済み路線延長/整備予定路線延長 整備計画に基づき目標値を設定。 70.89 73.4 74.3 % ↗ □11 ■1 道路河川課

50
４　都市基盤の充実した住みやすいまちづ
くり

2-2 誰もが円滑に移動できる道づくりの推進
市内循環パトロールの強化に

よる安全確保（修繕箇所数）
活動指標

年間修繕処理件数のうち、市内巡回パトロールに

より修繕を行った件数

パトロールの強化により、より早く道路の破損個所

を発見し、応急処置を施すことにより事故等を未
然に防ぐことを目的として目標値を設定。

780 820 820 件／年 ↗ □11 応急対策室

担当課単位
目標
の

方向

目標値
SDGs

重点
テーマ

目標値設定理由№ まちづくり方針 施策 数値目標 積算根拠
数値目
標の性

質

【資料２－２】
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R2 R5 R7
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方向

目標値
SDGs

重点
テーマ

目標値設定理由№ まちづくり方針 施策 数値目標 積算根拠
数値目
標の性

質

51
４　都市基盤の充実した住みやすいまちづ
くり

2-3 公共交通アクセスの充実
 駅利用者数（１日平均利用

者、３駅合計）
成果指標

(令和５年人口推計147,163人)×(令和元年度
の1日当たりの駅利用率32％)≒47,100人

(令和7年人口推計147,637人)×(令和元年度
の1日当たりの駅利用率32％)≒47,200人

令和元年度三郷市版人口ビジョン推計結果の人

口比率に比例して設定。
45,365 47,100 47,200 人 ↗ ■11 ■1 都市デザイン課

52
４　都市基盤の充実した住みやすいまちづ
くり

2-3 公共交通アクセスの充実
バス利用者数（１日平均利
用者）

成果指標

(令和５年人口推計147,163人)×(令和元年度
の1日当たりのバス利用率15.5％)≒22,800人
(令和7年人口推計147,637人)×(令和元年度
の1日当たりのバス利用率15.5％)≒22,900人

令和元年度三郷市版人口ビジョン推計結果の人
口比率に比例して設定。

22,052 22,800 22,900 人 ↗ ■11 ■1 都市デザイン課

53
４　都市基盤の充実した住みやすいまちづ
くり

2-3 公共交通アクセスの充実
自転車利用促進サービスセ
ンター利用者数（自転車工
房）

成果指標

(令和５年人口推計147,163人)×(令和元年度
の年間利用率3.9％)≒5,700人
(令和7年人口推計147,637人)×(令和元年度

の年間利用率3.9％)≒5,800人

令和元年度三郷市版人口ビジョン推計結果の人
口比率に基づき設定。

5,537 5,700 5,800 人 ↗ □11 都市デザイン課

54
４　都市基盤の充実した住みやすいまちづ
くり

2-4 良質な水の安定供給 総収支比率 成果指標 総収益／総費用×１００ 過去の実績から１００％以上の維持を目指す
104

（Ｒ１）
100 100 ％以上 → 業務課

55
４　都市基盤の充実した住みやすいまちづ
くり

2-4 良質な水の安定供給 管路の耐震化率 活動指標
30% / 15年(H28～R12) = 2%/年
R3～5　39% ＋（2%/年×３年）≒ 46%
Ｒ６～７　46% ＋（2%/年×２年）＝ 50%

第３次三郷市水道事業基本計画及び三郷市水道
事業ビジョンにて、H28～H42(R12)の15年間で
30%の管路を更新する計画としている。

39
（Ｒ１）

46 50 % ↗ □6 ■1 施設課

56 ５　魅力的で活力のあるまちづくり 1-1 にぎわいのある商業の振興売場面積 成果指標
経済構造実態調査又は経済センサス活動調査に

よるもの

コロナ禍における影響も考慮し、初期値の維持及

び緩やかな上昇を目標値として設定
200,929 201,000 201,000 ㎡ ↗ □9 商工観光課

57 ５　魅力的で活力のあるまちづくり 1-1 にぎわいのある商業の振興年間商品販売額 成果指標
経済構造実態調査又は経済センサス活動調査に
よるもの

コロナ禍における影響も考慮し、初期値の維持及
び緩やかな上昇を目標値として設定

271,356 271,500 271,500 百万円 ↗ □9 商工観光課

58 ５　魅力的で活力のあるまちづくり 1-2 活力ある工業の振興
工業事業者数（従業員数4人

以上）
成果指標

工業統計調査又は経済センサス活動調査による

もの

コロナ禍における影響も考慮し、初期値の維持及

び緩やかな上昇を目標値として設定
397 400 400 事業者 ↗ □9 商工観光課

59 ５　魅力的で活力のあるまちづくり 1-3 都市型農業の振興 即売農家 成果指標 即売農家の指定を受けた農業者の件数 各年度、1件以上の新規指定を推進する。 41 43 45 戸 ↗ □２ 農業振興課

60 ５　魅力的で活力のあるまちづくり 1-3 都市型農業の振興
認定農業者数

（経営体数）
成果指標

農業経営基盤強化促進法に基づく農業経営改善

計画の認定農業者の数
各年度、1件以上の経営体育成を推進する。 39 42 45 経営体 ↗ □２ 農業振興課

61 ５　魅力的で活力のあるまちづくり 1-3 都市型農業の振興 市民農園・観光農園 成果指標 市民農園、観光農園を開設している件数 各年度、1件以上の新規開設を推進する。 11 13 15 箇所 ↗ □２ ■1 農業振興課

62 ５　魅力的で活力のあるまちづくり 2-1 産業と雇用の創出 １５歳以上就業者数 成果指標 国勢調査によるもの

事業者数等の維持及び緩やかな上昇を目標値と

して設定することに伴い、就業者数も同様に推移
するものとして設定

67,102 68,000 69,000 人 ↗ ■8 ■2 商工観光課

63 ５　魅力的で活力のあるまちづくり 2-2 魅力ある観光の振興 観光入込客数 成果指標
県が実施する「埼玉県観光入込客統計」調査に
よるもの

毎年1,000人の増加を目標とした 306,934 310,000 312,000 人 ↗ □8 商工観光課

64 ５　魅力的で活力のあるまちづくり 2-2 魅力ある観光の振興 ららほっと施設来場者数 成果指標 実際の来場者数 過去の実績から目標値を設定 30,067 30,500 31,000 人 ↗ 商工観光課

65 ５　魅力的で活力のあるまちづくり 2-2 魅力ある観光の振興
駅利用者数（1日平均利用者、

3駅合計）【再掲】
成果指標

(令和５年人口推計147,163人)×(令和元年度
の1日当たりの駅利用率32％)≒47,100人

(令和7年人口推計147,637人)×(令和元年度

の1日当たりの駅利用率32％)≒47,200人

令和元年度三郷市版人口ビジョン推計結果の人

口比率に比例して設定。
45,365 47,100 47,200 人 ↗ □11 ■1 都市デザイン課

66 ５　魅力的で活力のあるまちづくり 2-3 多様な交流の推進
英語版市ホームページ

アクセス平均件数
成果指標

英語版市ホームページのトップページアクセス数

による
年１％増加を目指すため 681 735 840 件 ↗ □10 ■2 市民活動支援課

67 ５　魅力的で活力のあるまちづくり 2-3 多様な交流の推進
国際交流協会事業の参加者
数

成果指標
三郷市国際交流協会の事業報告による
（令和元年１月～１２月の実績）

年１％増加を目指すため
927

(Ｒ１.1～12月)
800 850 人 ↗ □17 市民活動支援課

68 ５　魅力的で活力のあるまちづくり 2-3 多様な交流の推進
ホストタウンFacebook登録者

数
成果指標 実際の登録者数 1年間につき、５０人の新規登録増として設定 50 200 300 人 ↗ □17 プロジェクト推進課

69 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 1-1 読書を通じた交流の推進図書館資料貸出冊数 成果指標 実際の貸出冊数 毎年初期値の１％増を目標とした 753,000 791,000 810,000 冊 ↗ ■2
日本一の読書のま
ち推進課

70 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 1-1 読書を通じた交流の推進
市内で活動する読書ボランティ
アの人数

成果指標
市内で活動する読書ボランティア、子ども司書、ふ
れあいブックサポーターの合計

第二次日本一の読書のまち三郷推進計画に記載
された人の読書密度と同様とした。

623 750 800 人 ↗ ■2
日本一の読書のま
ち推進課

71 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 1-2 読書環境の整備 市内の読書拠点*の数 成果指標
図書館、図書室、予約図書受取カウンター、ふれあ
い文庫の設置数、小中学校、図書返却ポスト、ラッ

ピングカーの訪問場所等の合計

第二次日本一の読書のまち三郷推進計画に記載

された地域の読書密度と同様とした。
39 50 55 箇所 ↗ ■11 ■2

日本一の読書のま
ち推進課

72 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 1-2 読書環境の整備 電子図書館の登録者数 成果指標 実際の登録者数
制度導入からこれまでの推移により、毎年１００名

の増加を目標とした
1,404 2,500 2,700 人 ↗

日本一の読書のま
ち推進課

73 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 2-1 生涯学習の推進
生涯学習情報ガイド掲載団体

数
成果指標 実際の掲載団体数

掲載希望者団体等の推移を考慮し、５年間で４団

体の増加を目指す。
78 80 82 団体 ↗ □4 生涯学習課

74 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 2-1 生涯学習の推進 生涯学習関連事業満足度 成果指標 講座参加者アンケート調査による
満足度と改善意見記載数との相関関係を考慮し、
事業実施後の目標値として達成すべき数値を８
０％と設定した。

71 75 80 ％ ↗ □4 生涯学習課

75 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 2-2 スポーツ・ウェルネスの推進スポーツ教室参加者の満足度 成果指標 スポーツ教室開催時のアンケート調査による 年１％増加を目指すため 92.11 95 98 % ↗ □3 ■2 スポーツ振興課

76 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 2-2 スポーツ・ウェルネスの推進
週１回以上スポーツをする人の

割合
成果指標 個別計画策定時の市民意識調査の結果による 年3％増加を目指すため 35.8 42 50 % ↗ □3 ■2 スポーツ振興課

77 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 2-2 スポーツ・ウェルネスの推進
シルバー元気塾参加者の実人

数
成果指標 年度当初の実績による

コロナ禍における影響も考慮し、過去の実績によ

り積算
1,007 1,750 1,800 人 ↗ □3 ■2 スポーツ振興課

78 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 2-3 文化・芸術の振興 市民文化祭出演者・来場者数 成果指標
市民文化祭実行委員会の事業報告による

（令和元年実績）
年１％増加を目指すため

出演者 3,074
来場者11,995

（Ｒ１）

出演者 3,200

来場者 12,200

出演者
3,400

来場者
12,400

人
人

↗ □4 ■2 市民活動支援課

79 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 2-3 文化・芸術の振興
市民ギャラリー開催・出展作品
数

成果指標 開催の実績による 年１％増加を目指すため

開催回数7
作品数24

（Ｒ１）

開催回数10
作品数30

開催回数12
作品数36

回
作品

↗ □4 市民活動支援課

80 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 2-4 文化財・伝統文化の保存・継承
歴史講座,文化財サポーター入

門講座等参加者
成果指標 参加者数

講座の定員及び開催数等を考慮し、５年間で１０

名の増加を目指す。
75 80 85 人 ↗ □11 生涯学習課

81 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 2-4 文化財・伝統文化の保存・継承指定及び登録文化財数 活動指標 指定及び登録文化財数
概要・文献調査を経て、候補となる文化財の絞り
込みを行い、５年間で１の増加を目指す。

22 22 23 ↗ ■11 生涯学習課

82 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 3-1 平和と人権を大切にする社会づくり
各種平和啓発事業に対する満

足度
成果指標

戦争・原爆パネル展及び夏休み親子平和施設見

学会でのアンケートにおける満足度
過去5年間の満足度をもとに設定 85 88 90 % ↗ □10 総務課

83 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 3-1 平和と人権を大切にする社会づくり
全国中学生人権作文コンテス
ト応募作品出品率

活動指標 全生徒数に対する出品者の割合 過去の実績を考慮し目標値を設定 53.2 55.0 58.0 % ↗ □10
人権・男女共同参
画課

84 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 3-2 ジェンダー平等社会の形成審議会等への女性の登用率 成果指標 「第5次みさと男女共同参画プラン」による 過去5年間の実績により目標値を設定
33.9

(R2.4.1)
35.0 37.0 % ↗ ■5

人権・男女共同参
画課

85 ６　誰もが生きがいを持ち輝くまちづくり 3-2 ジェンダー平等社会の形成
「女性相談」の利用件数（月平
均）

成果指標 女性相談の相談利用者数 過去5年間の実績により目標値を設定
7.3

（Ｒ１)
8 9 件 ↗ □5

人権・男女共同参
画課

86
７　健やかで自立した生活を支え合うまち
づくり

1-1 健康づくりの推進 特定健康診査受診率 成果指標
国の特定健康診査等基本方針の目標値に合わ
せた

国の特定健康診査等基本方針の目標値に合わ
せた

34.1
（Ｈ30）

60 60 % ↗ □3 健康推進課

87
７　健やかで自立した生活を支え合うまち
づくり

1-1 健康づくりの推進
健康寿命の延伸（65歳からの

日常生活に制限のない期間の
平均延伸）男性

成果指標 埼玉県の令和６年の目標値に合わせた
県の目標値から市の現状の値を引き、目標年まで
の年数で割り戻した。

16.91
（Ｈ29）

17.7 17.96 年 ↗ ■3 ■2 健康推進課

88
７　健やかで自立した生活を支え合うまち
づくり

1-1 健康づくりの推進
健康寿命の延伸（65歳からの

日常生活に制限のない期間の

平均延伸）女性

成果指標 埼玉県の令和６年の目標値に合わせた
県の目標値から市の現状の値を引き、目標年まで

の年数で割り戻した。

19.72
（Ｈ29）

20.31 20.51 年 ↗ ■3 ■2 健康推進課

89
７　健やかで自立した生活を支え合うまち
づくり

1-1 健康づくりの推進  特定保健指導実施率 成果指標
国の特定健康診査等基本方針の目標値に合わ
せた

国の特定健康診査等基本方針の目標値に合わ
せた

13.5
（Ｈ30）

60 60 % ↗ □3 健康推進課

90
７　健やかで自立した生活を支え合うまち
づくり

1-2 安定した社会保障制度の確立
後発医薬品（ジェネリック医薬
品）の数量シェア(調剤)

成果指標

直近年度における伸び率（前年比100.6%）を基
に、今後も同水準の増加を目指す。三郷市は県内
トップクラスの数量シェアであり、伸び率は鈍化す

る可能性がある。

医療費削減の手段として、後発医薬品の普及を
図りたいため。

83.6 84.5 85 % ↗ □3 国保年金課

91
７　健やかで自立した生活を支え合うまち
づくり

1-2 安定した社会保障制度の確立介護保険料の賦課分収納率 成果指標
第１号被保険者　現年分・過年分保険料徴収額

／調定額×100
過去３年の実績から目標を設定 95.5 95.8 96 % ↗ □3 介護保険課

92
７　健やかで自立した生活を支え合うまち
づくり

2-1 地域福祉の推進
福祉サービスに関する総合相
談者の人数

成果指標 総合相談窓口での相談者数 過去の実績から目標値を設定 1,145 1,190 1,235 人 ↗ □3 ふくし総合支援課

93
７　健やかで自立した生活を支え合うまち
づくり

2-1 地域福祉の推進
ボランティア体験学習をした人

数
成果指標 過去の実績を踏まえ、増加率０．０１％増加 過去の実績から目標値を設定 266(Ｒ1) 272 276 人 ↗ □17 ふくし総合支援課

94
７　健やかで自立した生活を支え合うまち
づくり

2-2 地域包括ケアシステムの構築
地域ケア会議開催回数(単年
度）

活動指標 市及び地域包括支援センターが開催した会議数 コロナ禍の影響及び過去の実績から積算 13 15 17 回 ↗ 長寿いきがい課

95
７　健やかで自立した生活を支え合うまち
づくり

2-2 地域包括ケアシステムの構築
認知症サポーター養成講座修

了者数（累計）
成果指標 認知症サポーター養成講座修了者数の累計 コロナ禍の影響及び過去の実績から積算 7,551 9,000 10,000 人 ↗ 長寿いきがい課

96
７　健やかで自立した生活を支え合うまち
づくり

2-3 障がい者福祉の充実
障がい者就労支援センターの
支援による就労者数

成果指標
障がい者就労支援センター登録者のうち就労して
いる人数

過去の実績から目標値を設定
281
（Ｒ2）

300 320 人 ↗ 障がい福祉課

97
７　健やかで自立した生活を支え合うまち
づくり

2-3 障がい者福祉の充実
地域生活支援事業（移動支

援）ののべ利用者数
成果指標

地域生活支援事業（移動支援）の利用実績によ

る
過去の実績から目標値を設定 1,568 1,580 1,600 人 ↗ 障がい福祉課

98
７　健やかで自立した生活を支え合うまち
づくり

2-3 障がい者福祉の充実 手話通訳者派遣者数 成果指標 手話通訳者派遣事業の派遣者数による 過去の実績から目標値を設定 554 570 580 人 ↗ 障がい福祉課

99
７　健やかで自立した生活を支え合うまち
づくり

2-4 高齢者福祉の充実 介護予防事業の参加者数 成果指標
介護予防事業の参加者数の結果による 要介護状態の発生を予防し、介護給付費を抑制

するため。
2,300 2,400 2,500 人 ↗ ■3 長寿いきがい課

100
７　健やかで自立した生活を支え合うまち
づくり

2-4 高齢者福祉の充実
シルバー人材センターの
会員登録者数

成果指標
三郷市の人口ビジョンをもとに、過去の会員数か
ら入会率を算出したことによる

三郷市シルバー人材センター中長期計画（後期
計画）策定のため

1,170 1,191 1,212 人 ↗ 長寿いきがい課

101 経営方針１　地域力の醸成 経1－1 コミュニティ活動の推進自治会等加入世帯数 成果指標
自治振興交付金申請の世帯数欄集計による
（127町会のうち、2団体のみ未提出により前年

数値。それ以外は現年数値）

年0.03％増加を目指すため 49,309 49,750 50,050 世帯 ↗ □17 市民活動支援課

102 経営方針１　地域力の醸成 経1－1 コミュニティ活動の推進コミュニティ活動団体数 成果指標 三郷市コミュニティ協議会加入団体数による 年１団体の増加を目指すため 14 15 16 団体 ↗ □17 市民活動支援課

103 経営方針１　地域力の醸成
経1-2　世代を超えた人々
がつながる機会の創出

「子どもの居場所」の整備箇所
数

活動指標 小学校区を参照
子どもが一人でも行ける範囲として、小学校区が
適切である。みさと団地内や戸ヶ崎地区の小学校
が近接している状況を考慮し、目標値を設定した。

9 12 15 箇所 ↗ ■3 子ども政策室

104 経営方針１　地域力の醸成
経1-2　世代を超えた人々
がつながる機会の創出

世代間交流イベント開催数 活動指標 イベント開催実績値を参考に算出 過去の実績から目標値を設定 96 100 120 ↗ □17 ■2 市民活動支援課
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105 経営方針１　地域力の醸成
経1-2　世代を超えた人々
がつながる機会の創出

スポーツ交流イベント参加者数 成果指標
スポーツ･レクリエーション推進事業委託事業報告
による

イベント参加者を、毎年200名増を目標とする。 3,641 4,000 4,500 人 ↗ ■2 スポーツ振興課

106 経営方針１　地域力の醸成 経1-3  市民のまちづくりへの参加
市民公募委員がいる付属機関
の割合

活動指標 市民公募委員がいる附属機関/附属機関×100 全体の６割以上を目指す 57.69 61.5 65.3 % ↗ □16 企画調整課

107 経営方針１　地域力の醸成 経1-3  市民のまちづくりへの参加
パブリックコメントへの
意見提出割合

成果指標
意見提出があったパブリックコメント手続/パブリッ
クコメント手続実施件数×１００

100％を目指す 85.7 90 100 % ↗ □16 企画調整課

108 経営方針２　まちの魅力向上 経2-1　シティブランディングの強化　　プレスリリース件数 活動指標 プレスリリースの実績数による 過去3年間の実績から目標値を設定
122

（Ｒ１）
150 180 件 ↗ 広報課

109 経営方針２　まちの魅力向上 経2-2  広域行政の推進 広域連携事業数 活動指標 埼玉県東南部都市連絡調整会議事業化数による 9 10 10 事業 ↗ ■17 企画調整課

110 経営方針２　まちの魅力向上 経2-2  広域行政の推進 まんまるよやく利用登録者数 成果指標 埼玉県東南部都市連絡調整会議年度調査による 1,277 1,300 1,400 人 ↗ 企画調整課

111 経営方針２　まちの魅力向上 経2-3　多様な主体とのパートナーシップの構築ギリシャ応援サポーター会員数 成果指標 実際の会員数
東京2020大会開催年（R３）は35人増、以降、1
年間につき25人増として設定

465 550 600 団体・個人 ↗ □17 ■2 プロジェクト推進課

112 経営方針２　まちの魅力向上 経2-3　多様な主体とのパートナーシップの構築
民間事業者との
災害応援協定締結数

活動指標
R３～５　４６件＋（1.3件/年×3年）≒50件
R６～７　５０件＋（２件/年×２年）＝54件

過去の協定締結件数実績の推移から目標値を設
定

46 50 54 件 ↗ ■17 危機管理防災課

113 経営方針２　まちの魅力向上 経2-3　多様な主体とのパートナーシップの構築
協定締結している大学や民間

企業との連携事業数
活動指標

庁内調査による
※連携事業は、計画的に予算を伴い行った事業

数。

5年間で連携数の１０増加を目指すため。
連携事業については、大学や民間企業等のもつ

専門性やノウハウを活用した政策的な内容に限
る。

連携数　　　50
連携事業 未調

査
（R1)

連携数　55

連携事業

連携数　60

連携事業
件 ↗ ■17 企画調整課

114 経営方針３　行財政基盤の強化 経3-1　質の高い行政経営の確立
第５次三郷市総合計画の達成
割合

成果指標 数値目標の進捗状況調査による目標達成割合 100％を目指す 0 60 100 % ↗ 企画調整課

115 経営方針３　行財政基盤の強化 経3-1　質の高い行政経営の確立将来負担比率 成果指標
リーマンショックの影響を受けていた平成22年度
は90.0%

コロナ禍における影響も考慮し、過去の実績によ
り積算

77.9
90%以下を維
持

90%以下を
維持

% → 財政課

116 経営方針３　行財政基盤の強化 経3-1　質の高い行政経営の確立市税徴収率（現年課税分） 成果指標 市税概要による 過去５年間の実績から目標値を設定
98.9
（Ｒ１）

99.0 99.1 % ↗ 収納課

117 経営方針３　行財政基盤の強化 経3-2　公共施設マネジメントの推進
人口一人当たりの
公共施設の延床面積

活動指標
3月31日現在の公共施設保有量（㎡）/住民基
本台帳人口

現在のサービス水準を維持するため
1.88
（Ｈ30）

2.00 2.00 ㎡/人 → □11 企画調整課

118 経営方針３　行財政基盤の強化
経3-3　スマートで人にや
さしい自治体の構築

市民サービス向上に係る
ICT導入事業数

活動指標 事業化数による 年５事業の増加を目指すため 0 10 20 事業 ↗ □17 ■2 企画調整課

119 経営方針３　行財政基盤の強化
経3-3　スマートで人にや
さしい自治体の構築

年間のＩＴ、セキュリティに関
する教育・研修の受講者数

成果指標 年を通して実施した研修参加者数 年１０～２０人の増加を目指すため 260 280 320 人 ↗ □17 企画調整課


